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１．鹿児島銀行の概要
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創業 1879年（明治12年）10月6日

資本金 181億30百万円

預金 5兆699億円

貸出 4兆4,235億円

店舗数
153か店
（本支店115・出張所36・海外駐在員事務所2）

従業員数 2,117人（男性：1121名、女性：996名）
（2025年3月31日時点）



１．鹿児島銀行の概要（人事制度）
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多様性の尊重と働きがいの向上

一人ひとりが描くキャリアパスや生活スタイルに応じた働き方に対応
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２．女性活躍推進の取組みについて
（１）女性活躍推進法に基づく「一般事業主行動計画」の策定

第1次行動計画：2016年4月1日～2021年3月31日（5年間）
 第2次行動計画：2021年4月1日～2026年3月31日（5年間）

第
２
次
行
動
計
画
目
標

(1)職位登用

①女性管理職比率 5.5％以上 

②女性役席者比率 33.0％以上 

(2)配置育成

③法人営業担当女性比率 13.0％以上

④本部女性比率 30.0％以上

(3)定着 ⑤育休復職者の１年後在職率 93.0％以上 

基本方針：～すべての女性が意欲を持ち、キャリアの継続と能力発揮を可能とする企業へ～

両立支援

仕事と育児・介護等の
両立を可能とする職場
環境を実現する

意識改革
女性の就労意欲向上
を図るとともに、男性・
管理職の女性に対する
固定概念を刷新する

積極的な
育成･登用

女性のキャリア支援を
拡充し、自律的な活躍
を促進する
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（２）「行動計画」の進捗状況（2025年3月末時点）

２．女性活躍推進の取組みについて

第
２
次
行
動
計
画
目
標

(1)職位登用

①女性管理職比率 5.5％以上 

②女性役席者比率 33.0％以上 

(2)配置育成

③法人営業担当女性比率 13.0％以上

④本部女性比率 30.0％以上

(3)定着 ⑤育休復職者の１年後在職率 93.0％以上 

①12.6％（40名）

②37.9％（242名）

③11.7％（50名）

④34.2％（178名）

⑤97.1%
※2023年度復職者対象

2025年3月末時点

2026年3月末の目標達成に向けて様々な施策に取り組んでいます
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２．女性活躍推進の取組みについて
（３）最近の主な取組み

～ビジネスカジュアルの導入～

性別に基づく服装ルールを見直す「ジェンダー平等」、冷暖房器具の電
力削減等による「脱炭素社会の実現」、および自主性を尊重し柔軟な組
織風土を醸成する「組織活性化」を目的として、ビジネスカジュアルを導入
しました。（2021年8月試行開始、2022年4月本格導入）

「出生時育児休業（産後パパ育休）」
前倒しの創設

育児・介護休業法改正で2022年10月に創設することが求められていた
「出生時育児休業（産後パパ育休）」を半年前倒しして2022年4月
に創設しました。

■育児休業取得者推移
男性取得率１００％
2020年度 56人
2021年度 79人
2022年度 66人

制服廃止

女性取得者数（年間平均）
2020年度 23.7人
2021年度 32.9人
2022年度 44.7人

キャリアリターン制度の導入

転職・進学などによるキャリアアップや結婚・育児・介護な
ど家庭事情に伴い、当行を退職した行員の再雇用制度
を導入しました。
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～女性活躍推進にかかる研修強化～

■女性行員向け法人営業休日セミナー （年２回開催）
＜2021年度参加者＞ 70名

■女性中堅行員研修（2021年度より新設）
＜2021年度参加者＞ 60名

■女性役席者向けキャリアアップ研修（2021年度より新設）
＜2022年度参加者＞ 18名 ※人事部による指名制

（３）最近の主な取組み

２．女性活躍推進の取組みについて

「女性役席者向け
 キャリアアップ研修」の様子

学ぶ機会の充実を図ることで
キャリアパスの多様化と自律的
キャリア形成の支援に取り組ん
でいます。



【参考】 ビジネスカジュアルの導入（2022年4月～）

10




